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気
象
庁
が
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
暑
さ
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
と
頻
繁
に
熱
中
症
に

対
す
る
注
意
喚
起
を
し
た
猛
暑
の
夏
も
終

わ
り
に
近
づ
き
、
少
し
ず
つ
秋
の
気
配
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
友
好

町
で
あ
る
京
都
府
京
丹
波
町
か
ら
松
本
和

久
教
育
長
を
は
じ
め
、
社
会
教
育
委
員
、

中
学
生
、
高
校
生
な
ど
15
名
が
い
わ
き
市

を
訪
れ
、
京
丹
波
町
・
双
葉
町
子
ど
も
交

流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
立
学
校
や

復
興
公
営
住
宅
勿
来
酒
井
団
地
を
見
て
い

た
だ
き
、
翌
日
は
町
立
学
校
の
生
徒
と
と

も
に
相
馬
野
馬
追
祭
や
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ

く
し
ま
な
ど
を
一
緒
に
見
学
し
な
が
ら
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
今
後
も
両
町
で
交
流

事
業
を
継
続
さ
せ
て
い
き
た
い
と
の
話
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
か
ら
10
日
ま
で
、　

下
明
夫

教
育
長
を
団
長
と
し
て
、
震
災
後
３
回

目
と
な
る
海
外
派
遣
事
業
を
実
施
し
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
農
家
で
の
宿
泊
体

験
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
大
学

や
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
見
学
す
る
な
ど
、
海

外
研
修
を
終
え
た
９
人
の
中
学
生
、
高
校

生
が
無
事
に
帰
国
い
た
し
ま
し
た
。
外
国

の
自
然
や
言
語
、
文
化
に
触
れ
、
一
回
り

成
長
し
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
経
験
は
必
ず
将
来
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
る
も
の
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

８
月
６
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
双
葉
駅

橋
上
化
及
び
自
由
通
路
新
設
工
事
の
起
工

式
が
吉
野
正
芳
復
興
大
臣
ご
臨
席
の
も

と
、
双
葉
駅
舎
北
側
駐
車
場
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
震
災
当
日
か
ら
営
業
が
休
止

さ
れ
て
い
る
双
葉
町
の
玄
関
口
で
あ
っ
た

双
葉
駅
が
、
営
業
再
開
に
向
け
大
き
な
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思
い
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
新
た
な
双
葉
駅
は
、
駅

舎
が
橋
上
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
自
由
通

路
が
新
設
さ
れ
、
駅
の
東
西
が
自
由
に
行

き
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
双
葉
駅

の
営
業
再
開
が
予
定
さ
れ
て
い
る
平
成
31

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
同
時
期
に
、
双
葉
駅
周
辺
の
一
部
区
域

及
び
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
の
避
難
指

示
解
除
を
目
標
と
し
て
お
り
、
双
葉
駅
の

復
興
は
双
葉
町
の
復
興
の
中
核
と
な
る
も

の
で
す
。

　

双
葉
駅
の
西
側
で
は
、
町
の
新
し
い
住

む
拠
点
と
し
て
、
双
葉
駅
西
側
地
区
生
活

拠
点
整
備
事
業
の
着
工
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
８
月
５
日
に
は
駅
西
地

区
の
住
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
駅
西
側
地
区

一
団
地
の
復
興
拠
点
の
整
備
に
係
る
説
明

会
を
行
い
、
計
画
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。　

　

夏
か
ら
秋
へ
と
季
節
が
移
り
変
わ
り
ま

す
。
季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を
崩
し
や

す
い
時
期
で
す
の
で
、
健
康
管
理
に
は
く

れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

原子力損害賠償紛争審査会による現地視察が行われました
－ 審査会の今後の審議に向けて要望 －

　７月２５日、中間指針等に基づく賠償の実施状況を
確認するため、原子力損害賠償紛争審査会による現地
視察が、５人の審査会委員と国の関係者などが参加し
て行われました。伊澤史朗町長の案内で中間貯蔵施設
周辺を車中視察したのち、双葉駅周辺の建物の被害状
況等を歩いて確認しました。
　続いて町コミュニティセンターで意見交換を行い、
伊澤町長が鎌田薫会長に対し「原子力損害賠償紛争審
査会の今後の審議に向けた要望書」を手交し、避難指
示区域内の中でも特に状況が厳しく、復興が進まない
町の現状を訴え、指針の適時適切な見直し、ＡＤＲ和
解事例の指針への反映、避難指示区域内の営業損害及
び就労不能損害に関する個別事情に対する賠償を確実
かつ迅速に実施することを指針に明示することなどを
強く求めました。
　これに対し鎌田会長は「地元の要望等にしっかりと
耳を傾けながら、現地の状況に沿った方針を実現でき
るよう審議を深めたい」と説明しました。
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　町民の皆さまにおかれましては、東日本大震災並びに東京電力福島第一原子力発電所の事故から７年
５カ月が経過した今も、将来への様々な不安を抱えながら、避難生活を送られていることと存じます。
　このような中、双葉町は、町の復旧・復興と町民の皆さまの生活再建などの課題に全力を挙げて取り
組んでいるところであります。
　今回、町政全般について、町民の皆さまの率直なご意見や要望等をお伺いしたく、下記のとおり町政
懇談会を開催いたしますので、ご出席くださいますようお願いいたします。

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

月　日 時　間 場　　　　　所

10 月 11 日（木） 14:00 ～ 16:00 いわき市
いわき市好間公民館　２階（講堂）
いわき市好間町中好間字中川原２９－１
☎０２４６－３６－２０５０

10 月 12 日（金）

10:00 ～ 12:00 南相馬市
南相馬市民情報交流センター　２階（大会議室）
南相馬市原町区旭町二丁目７番地の１
☎０２４４－２３－７７９６

15:00 ～ 17:00 仙台市

ダイアパレス仙台中央９階　９１０
宮城県仙台市青葉区五橋１丁目１－５８
（双萩会事務所）
☎０２２－２２７－８２６８（管理室）
※会場へは公共交通機関をご利用ください。

10 月 13 日（土） 10:00 ～ 12:00 福島市
福島県青少年会館　２階（第２研修室）
福島市黒岩字田部屋５３番５号
☎０２４－５４６－８３１１

10 月 18 日（木） 14:00 ～ 16:00 白河市
白河市産業プラザ人材育成センター　１階（研修室）
白河市中田１４０番地
☎０２４８－２１－７３６１

10 月 19 日（金）

10:00 ～ 12:00
茨城県
つくば市

つくばイノベーションプラザ　３階（大会議室）
茨城県つくば市吾妻１丁目１０－１
☎０２９－８５２－６７８９
※会場へは公共交通機関をご利用ください。

15:00 ～ 17:00
埼玉県
加須市

キャッスルきさい　２階（視聴覚室１・２）
埼玉県加須市根古屋６３３番地１０
☎０４８０－７３－３１０１

10 月 20 日（土） 10:00 ～ 12:00 東京都

全国町村会館　２階（第２会議室）
東京都千代田区永田町１丁目１１－３５
☎０３－３５８１－０４７１
※会場へは公共交通機関をご利用ください。

11 月　4日（日） 10:00 ～ 12:00
新潟県
柏崎市

柏崎市文化会館　アルフォーレ　２階（大練習室）
新潟県柏崎市日石町４番３２号
☎０２５７－２１－００１０

11 月　9日（金） 10:00 ～ 12:00 郡山市
福島県農業総合センター　１階（多目的ホール）
郡山市日和田町高倉字下中道１１６番地
☎０２４－９５８－１７００

11 月 17 日（土） 10:00 ～ 12:00 いわき市
双葉町いわき事務所　２階（大会議室）
いわき市東田町２丁目１９－４
☎０２４６－８４－５２０２

平成３０年度　町政懇談会開催のお知らせ
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　この調査は、東日本大震災により被害のあった居住用家屋（以下「住家」といいます）について、
住家の損壊程度について調査したうえで、り災証明書を発行するものです。

【問い合わせ、申し込み先】
〒９７４－８２１２　福島県いわき市東田町二丁目１９－４

双葉町いわき事務所　戸籍税務課 ☎０２４６－８４－５２０４

東日本大震災による建物の被害調査と
り災証明書の発行を行っております

・申込書に必要事項を記入し、以下のものを添付して、窓口に提出するか、郵送してください。
　（１）申込者の運転免許証など身分証の写し
　（２）借家人が申し込む場合は、貸借契約書の写し
・申込書は、いわき事務所と各支所窓口に準備しています。（連絡いただければ郵送します）
・町公式ホームページからもダウンロードできます。
　　　　　　家屋被害認定調査申込書（兼　り災証明申請書）［ エクセルファイル ］

・被災者生活再建支援制度を利用する方。
・保険請求等で保険会社への提出される方。
・環境省による「避難指示解除準備区域」「特定復興再生拠点区域」内の住家の解体を希望する方。

◆り災証明書が必要な方

・調査は、①内部及び外観調査と②外観調査があります。

・放れ家畜やカビ等による室内の被害等は、本調査の対象となりません。

　②外観調査は、建物の損壊状況を外観からのみ調査します。

　①内部及び外観調査（屋根、壁、傾きなど）は、住家の内部調査も行うため、立会いが必要です。
　　（立会いできない方についてはご相談ください）

◆ 調査内容

・ 内部及び外観調査は、申込書受付後に日程を調整し、申請者などの立会いのもと調査をいたし
ます。調査を効率的に実施するため、同じ行政区内で日程を調整させていただきます。

・平成３０年度は１２月までの週３回（火・水・金）、１日６件程度を基本とします。
・日程調整後、調査日を連絡いたします。

◆ 日程調整

・町が委託した建築士が調査いたします。
・ 調査は、内閣府で定めた災害被害認定基準に基づき、全壊、大規模半壊、半壊、一部損壊を認定
し、り災証明書を発行します。
・認定結果は、調査後２カ月以内を目安に通知いたします。

◆ 調査の実施

◆ 調査の申し込みについて

　調査対象の方が住んでいた家屋を対象とします。

◆ 調査対象物件
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【問い合わせ、申し込み先】
〒９７４－８２１２　福島県いわき市東田町二丁目１９－４

双葉町いわき事務所　住民生活課 ☎０２４６－８４－５２０６

被災者生活再建支援金の申請を受付しております

　東日本大震災で生じた自然災害により、居住する住宅が全壊するなど生活基盤に著しい被害のあった
方へ生活再建のための支援金が支給されます。支援金の支給対象世帯は下記のとおりです。

住宅の被害程度 全　壊 半壊解体 大規模半壊

支給金額
複数世帯 １００万円 １００万円 ５０万円

単数世帯 ７５万円 ７５万円 ３７.５万円

　２. 住宅が自然災害により「半壊し、やむを得ず解体を行った」世帯。

２. 加算支援金：平成３１年４月１０日まで

（環境省により住宅が解体された世帯で、り災証明書が「半壊」判定がなっている場合を含みます。）
ただし、１. 2. に該当する場合でも、公共事業の事業予定地については、対象外になります。

　１. 住宅が自然災害により「全壊」または「大規模半壊」した世帯。

１. 基礎支援金：平成３１年４月１０日まで

制度内容１

　支給額は、次の基礎支援金と加算支援金の合算額（世帯人数が１人の場合はその４分の３の金額）となります。

※ 全壊、大規模半壊、半壊は、り災証明書の被害判定により確認しますので、
申請前に戸籍税務課の家屋被害認定調査を受ける必要があります。
※ 大規模半壊で支援金が支給された世帯も、やむを得ず解体した場合は、
半壊解体と同じ扱いとなり、差額分を申請することが出来ます。
※半壊解体は、住宅の解体完了後に申請ができます。

支援金の支給額２

　支援金支給申請書の受付後、確認作業により補完する書類の必要が生じた場合は、上記３の①～⑥
以外の書類の提出を求めることもあります。

　申請期間の再延長につきましては、引き続き国、県へ要望してまいります。

その他

申請期間

５

４

支援金の申請に必要な書類３

基礎支援金（住宅被害の規模に応じて支給する支援金）

住宅の再建方法 建設・購入 補　修 賃　借

支給金額
複数世帯 ２００万円 １００万円 ５０万円

単数世帯 １５０万円 ７５万円 ３７.５万円

※賃借は、公営住宅や仮設住宅、借上げ住宅を除きます。
※ 住宅を賃借して支援金を受給したのち、住宅を建設・購入（または補修）
する場合は、再申請により受給済額との差額が支給されます。

加算支援金（住宅再建の方法に応じて支給する支援金）

①　被災者生活再建支援金支給申請書
②　住民票原本（世帯全員分、続柄・本籍地が記載されているもの）
③　振込先預金通帳の写し（金融機関名、支店名、口座番号、名義人（フリガナ）記載部分）
④　り災証明書原本（半壊、大規模半壊、全壊の判定をされた住家のもの）

基
礎
支
援
金

⑥　解体証明書（「半壊解体」または「大規模半壊解体」で申請する場合に必要です）
　　※ 環境省により解体される住宅につきましては、環境省から町へ住宅を解体した旨の連絡があったの

ち、申請対象となる方には、住民生活課より「解体証明交付申請書」をお送りいたします。
　　　 なお、住宅の解体完了から解体証明交付申請書の送付まで、時間を要しますので予めご了承ください。

半
壊
解
体

⑤　住宅建設・購入（または補修）に関する契約書の写し（住宅の所在地、工期（引き渡し日）、
　　金額、契約日、注文者と受注者（販売者）の署名押印が記載されている箇所）
　　※⑤は加算支援金を申請する場合に添付してください。

加
算
支
援
金
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■ 日程

生活サポート補助金（平成２８年度）の申請はお済みですか？

（時間はいずれも９：３０～１６：１５　お一人４５分程度）

　「生活サポート補助金（中間貯蔵施設整備等影響緩和補助金）」の申請受付会を次の日程で開催します。「申請書の
書き方がよく分からない」などお困りの方はぜひご来場ください。
　電話による事前の予約が必要ですので、下記「生活サポート補助金」コールセンターまでお電話ください。
　なお、各会場の都合上、参加いただける人数に限りがございます。

　平成２８年度分の申請受付期間は平成３１年３月
３１日までとなっておりますので、申請忘れのない
ようご注意ください。平成３１年３月３１日以降は
申請を受け付けることができなくなりますので、お
早めに申請していただきますようお願いします。

　平成２８年度分の生活サポート補助金が未申請と
なっている方へ『生活サポート補助金コールセン
ター☎０１２０－２８０－７０７』より、申請のご案
内をさせていただく場合や通知を送らせていただく
場合がありますので、あらかじめご了承ください。

月　日 地　域 会　場

10月　4日（木） 日立市 日立シビックセンター５階（５０１号会議室）
茨城県日立市幸町１－２１－１ ☎ 0294－24－7711

10月　5日（金） 水戸市 水戸生涯学習センター３階（小講座室）
茨城県水戸市三の丸１－５－３８ ☎ 029－228－1313

10月　9日（火） 宇都宮市 宇都宮市文化会館４階（第３会議室）
栃木県宇都宮市明保野町７－６６ ☎ 028－636－2121

10月10日（水） 加須市 騎西文化・学習センター「キャッスルきさい」２階（視聴覚室２）
埼玉県加須市根古屋６３３番地１０ ☎ 0480－73－3101

10月16日（火） 白河市 白河市立図書館「りぶらん」１階（中会議室１）
福島県白河市道場小路９６－５ ☎ 0248－23－3250

10月23日（火） 横浜市 横浜市技能文化会館８階（８０１研修室）
神奈川県横浜市中区万代町２丁目４番地７ ☎ 045－681－6551

10月24日（水） 東京都
足立区

東京芸術センター９階（会議室３）
東京都足立区千住１－４－１ ☎ 03－5354－4388

10月26日（金） 郡山市 郡山市中央公民館２階（第２講義室）
福島県郡山市麓山一丁目８－４ ☎ 024－934－1212

11月　1日（木） 福島市 コラッセふくしま３階（小会議室３０２A）
福島県福島市三河南町１番２０号 ☎ 024－525－4089

11月　8日（木） 広野町 広野町公民館１階（研修室１）
福島県双葉郡広野町中央台一丁目１番地 ☎ 0240－27－3244

11月11日（日） 郡山市 福島県農業総合センター１階（大会議室）
福島県郡山市日和田町高倉字下中道１１６番地 ☎ 024－958－1706

11月15日（木） 南相馬市 南相馬市民情報交流センター１階（中会議室）
福島県南相馬市原町区旭町二丁目７番地の１ ☎ 0244－23－7796

「生活サポート補助金」申請受付会を開催します「生活サポート補助金」申請受付会を開催します

双葉町「生活サポート補助金」コールセンター
■ 申込先

０１２０－２８０－７０７フリーダイヤル
　具体的な書き方・個別事情に合わせた申請の仕方
などを説明しながら申請のサポートをいたします。

■ 内容　申請受付（個別対応）

「生活サポート補助金」申請受付会を開催します

【問い合わせ先】　住民生活課　☎０２４６－８４－５２０６
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　停止期間※
　出力が停止される帳票
住民票の写し、印鑑証明書、戸籍の全部事項証明書（戸籍謄本）、戸籍の個人事項
証明書（戸籍抄本）、戸籍の附票の写し、所得・課税証明書

平成３０年９月８日（土）　８時００分から２０時３０分まで

【問い合わせ先】　戸籍税務課　戸籍係　☎０２４６－８４－５２０４

　コンビニエンスストア等におけるマイナンバーカードを利用した住民票などの各種証明書の自動交付
サービスについて、ネットワークの移行作業のため、次の期間中は、証明書の発行ができませんのでご
注意ください。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

※コンビニエンスストア等における証明書等の自動交付サービスの利用可能時間は６時３０分から２３時００分までです。

コンビニエンスストア等における住民票などの
各種証明書の自動交付サービスの一時停止について

寺内前霊園　使用申し込み受付中です
　６月から使用申し込み受付を開始し
た寺内前霊園ですが、これまでに５０区
画程度のお申し込みをいただきました。
　引き続き受付を行っております。な
お、寺内前霊園の使用料は次のとおり
です。

　まだ空き区画はありますか？
　自由墳墓では８月１０日現在２００区画程空きが
あります。お申し込みはいつでも可能ですが、家
族、特にお子さんの理解が得られないままお申し
込みをした場合、お墓が無縁仏になる可能性があ
ります。
　家族で十分に話し合った上でお申し込みくださ
い。なお、使用状況は町公式ホームページでご確
認ください。
　
　故人の趣味を反映した墓石にしたいのですが？
　公序良俗に反する場合や霊園の風紀を乱すよう
な形状、そして規定の高さを超える場合に対しては

Ｑ１
Ａ１

Ｑ２
Ａ２

Ｑ３
Ａ３

Ｑ４

Ａ４

規制を設けています。詳しくは住民生活課へお問い
合わせください。

　お墓を建てるのに期限はありますか？
　特に期限は設けていません。石材業者さんや住
職さんと改葬時期を調整した上で建立ください。
　なお、使用許可後は、お墓を建てていなくても
使用料や管理料は発生します。

　寺内前霊園への墓石等の移転は東京電力に賠償
請求できますか？
　可能な場合があります。まずは東京電力ＨＰい
わき補償相談センターにお問い合わせください。

区画 永代使用料等 管理料・保証金 使い方

自由墳墓 ２４万５,０００円 永代管理料　３０,０００円
または年額管理料　　１,５００円

標準的なお墓です。
現在およそ５０区画のお申し込みがあります。

納骨墓 年額使用料３,０００円 　保証金　３０,０００円 骨壺を最長１０年間お預かりします。
１０年以内の場合は、原則保証金を返還します。

永代墓 １体・６０,０００円 なし 町が管理するお墓です。
家族や親族の負担が減らせます。

【問い合わせ先】　住民生活課　☎０２４６－８４－５２０６

手を合わせ、目を閉じる手を合わせ、目を閉じる

心が届く心が届く

その場所をここに作ろうその場所をここに作ろう

手を合わせ、目を閉じる

心が届く

その場所をここに作ろう

寺内前霊園の使用を検討される方からいただく主なお問い合わせ内容を掲載します。
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・吉野正芳復興大臣
・増子輝彦参議院議員
・鈴木正晃県副知事
・柳沼純子県議会副議長
・佐々木清一町議会議長

来賓祝辞を賜りました来賓祝辞を賜りました来賓祝辞を賜りました

ＪＲ常磐線　双葉駅ＪＲ常磐線　双葉駅
橋上化及び自由通路新設工事　起工式橋上化及び自由通路新設工事　起工式

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の

全
線
再
開
通
を
目
指
し
て

▲伊澤史朗町長あいさつ

▲吉野正芳復興大臣祝辞

完成イメージ提供：ＪＲ東日本水戸支社完成イメージ提供：ＪＲ東日本水戸支社

ＪＲ常磐線　双葉駅ＪＲ常磐線　双葉駅
橋上化及び自由通路新設工事　起工式橋上化及び自由通路新設工事　起工式

ＪＲ常磐線　双葉駅
橋上化及び自由通路新設工事　起工式

完成イメージ提供：ＪＲ東日本水戸支社
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

　この夏の日本列島は記録的な猛暑が続き、毎日のように熱中症などの健康被害のニュース報
道がありました。また、西日本豪雨による甚大な被害で、未だ安定した生活が送られていない
方々が大勢おります。その地域の学校現場も多くの困難と向き合い克服しながら教育活動を進
められていることに対し、心よりお見舞いを申し上げます。
　さて、町立学校では２学期に入り、学校生活のリズムを取り戻しつつ、計画されている学校
行事に向かって、さまざまな準備が始まりました。子どもたちの自己実現のため、各教科の授
業の充実はいうまでもなく、貴重な体験活動を通して「心の成長」が成し遂げられるよう支援
してまいりたいと思います。また、生涯学習では９月の婦人学級開催日程も決まり充実した内
容を拝見いたしました。学級委員長を中心に楽しく有意義な活動、交流となることをご祈念申
し上げます。

　８月２日「双葉郡中高生交流会 FUTABA 1 DAY SUMMER SCHOOL」が開催され「ふたばの
教育復興応援団」の秋元康さんがプロデュースする夢の１日が実現できました。「前例なき環
境には前例なき教育を」とのスローガンを掲げて、各界の有志の方々が「ふたばの教育復興応
援団」をたちあげてくださってから５年。妥協せずに毎年前例のない素晴らしい機会をつくっ
てくださる秋元康さんと、情熱を持って子どもたちと向き合ってくださる講師の先生方との貴
重な出会いや体験がこれから生きていく上での大きな指針となったことと思います。選択制参
加型ワークショップの内容を紹介します。

　８月３日から１０日までの８日間、前半ニュージーランド、後半オーストラリアの２カ国を
訪問し見聞を広げてまいりました。高校生２名、中学生７名の計９名の海外派遣団で体調を崩
す生徒もなく、それぞれの感覚で文化（食文化）や生活の違いを肌で感じることができました。
日本を離れて初めてわかる「日本の良さ」であったり「コミュニケーション能力の重要性」に
ついて改めて感じ取ったようです。また、現地スクールにおける生徒間交流においても民俗文
化や伝統芸能に触れ体験し、急きょ私たちからも歌を披露することになり「君が代」を斉唱し
ました。素晴らしい交流となりました。例年どおり各団員の研修報告をまとめ報告書を作成し
たいと考えております。団員の皆さんには、ぜひ、この海外派遣事業で得たことを今後の生き
方に役立たせ「一期一会」人との絆を大切に双葉町の未来に関わってほしいと思います。

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

「双葉郡中高生交流会「双葉郡中高生交流会　FUTABA  1 DAY  SUMMER  SCHOOL」FUTABA  1 DAY  SUMMER  SCHOOL」

双葉町生徒海外派遣事業双葉町生徒海外派遣事業

夢と希望のある「学び」へ

「双葉郡中高生交流会　FUTABA  1 DAY  SUMMER  SCHOOL」

双葉町生徒海外派遣事業

双葉町教育長

Ａ組【指原莉乃と夢のステージ】指原莉乃さん（ＨＫＴ４８）
Ｂ組【YouTuber になろう！】藤田晋さん（株式会社サイバーエージェント代表取締役社長）

Ｃ組【しゃべり下手大集合！～恐るべき伸びしろ～】古舘伊知郎さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（フリーアナウンサー）

Ｄ組【リリーの人生相談。キミの話が聞きたい！！】リリー・フランキーさん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（俳優・イラストレーター）
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グ ル ー プ 活 動

体 験 活 動

事故帽子 （防止） ストラップの贈呈

　7 月１５日、１６日、栃木

県那須町で集まれ！ふた

ばっ子２０１８が開催され、

各避難先から小学生１８

人、中学生１９人、高校生

１０人、未就学児５人、保

護者２８人の計８０人が参

加しました。この行事は昨

年同様、将来の双葉町を担

う小中高校生及びその保護

者等の再会の機会を設け、

双葉町の子どもとしての意

識や自覚を持ってもらい、

絆の維持に努めることを目

的としており、町教育委員

会の主催で行われました。

　バスが到着すると参加者

の皆さんは急いで開会式場

に向かい、１年ぶりの再会を

喜ぶ姿や、幼馴染同士で洋

服のコーディネイトを揃え

た参加者の姿もあり、皆さん

がこの行事を楽しみにして

いる様子がうかがえました。

　参加者は２日間、体験活

動やグループ活動、美味し

い夕食や花火鑑賞などを一

緒に楽しむ事でさらに交流

を深めていました。

　小学生から高校生まで
の各年齢層が一緒になっ
た班に分かれ、上級生が
リードしながら皆で力を
合わせて心・力・技・知
の試練の謎解きを行う
リアル宝探しゲームに挑
戦し、ゴールを目指しま
した。
　グループ活動終了後は
夕食まで園内自由散策を
楽しみました。

　マグカップ絵付け・３色
クッキー作り・キャンドル
作りの中から好きな活動を
選び、周りと相談しながら
和気あいあいと作業を進め
ていました。完成品はオリ

　事故防止を願って、開
会式で双葉町婦人会（渡
邉君枝副会長）から児童
代表の福島匠くんと高野
陽奈さんに事故帽子（防
止）ストラップが手渡さ
れました。

２０１８２０１８ inin 那須那須２０１８２０１８ inin 那須那須２０１８ in 那須

那須りんどう湖レイクビュー１日目

ジナルの記念品として持ち
帰りました。
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表　　彰 伝統芸能体験閉 会 式
花 火 鑑 賞

教育講演会 夕　　食

集まれ集まれ！ふたばっ子ふたばっ子集まれ集まれ！ふたばっ子ふたばっ子集まれ！ふたばっ子

　２日目に宿泊したホテルで

行われた閉会式では、前日の

グループ活動の上位入賞チー

ムに　下明夫教育長から表彰

が行われました。町の伝統芸

能鑑賞では前沢女宝財踊りを

鑑賞し芸能用具などにふれる

体験をしました。感想発表

では「グループ活動でみん

なで力を合わせたのが楽し

かった」「花火が楽しかった」

という感想や、また参加し

たいという声も数多く聞か

れました。

　閉会式終了後はみんなで

那須ハイランドパークへ移

動し、アトラクション等を楽

しみました。

　児童・生徒・保護者た
ちはみんなでたくさんの
話をしながら、夕食のひ
とときを楽しみました。
夕食後には夏の風物詩、
花火鑑賞をしました。

　児童・生徒たちがグ
ループ活動などに参加し
ている間、保護者を対象
に教育講演会が開催さ
れ、子どもの健康に関す
る講話や健康体操、保護
者同士の意見交換会など
が行われました。

那須ハイランドパーク２日目
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７
月
28
日
か
ら
の
３
日
間
、
友
好
町

で
あ
る
京
都
府
京
丹
波
町
か
ら
松
本
和

久
京
丹
波
町
教
育
長
、社
会
教
育
委
員
、

中
学
生
、
高
校
生
な
ど
15
人
が
町
立
学

校
仮
設
校
舎
な
ど
を
訪
れ
、
東
日
本
大

震
災
後
初
と
な
る
子
ど
も
交
流
事
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
町
立
学
校
仮
設
校
舎
で
京

丹
波
町
の
高
校
３
年
生
の
坂
本
匠
さ
ん

か
ら
伊
澤
史
朗
町
長
に
生
徒
た
ち
が
復

興
へ
の
願
い
を
込
め
て
制
作
し
た
双
葉

ダ
ル
マ
の
切
り
絵
ハ
ガ
キ
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
震
災
記
録
誌
な
ど

で
双
葉
町
の
こ
と
を
学
ん
だ
京
丹
波
町

の
生
徒
た
ち
は
、
伊
澤
町
長
や
目
黒

信
浩
双
葉
中
学
校
長
と
意
見
交
換
を
行

い
、
学
校
再
開
や
、
双
葉
町
の
現
状

や
復
興
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　

２
日
目
に
は
町
立
学
校
の
生
徒
た
ち

と
合
流
し
、
南
相
馬
市
で
行
わ
れ
た
相

馬
野
馬
追
祭
へ
向
か
う
バ
ス
の
車
内
か

ら
は
双
葉
町
内
を
高
速
道
路
か
ら
眺
め

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
相
馬

野
馬
追
の
戦
国
絵
巻
さ
な
が
ら
の
騎
馬

武
者
た
ち
の
勇
姿
を
見
学
し
た
生
徒
た

ち
は
、
い
わ
き
市
の
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ

く
し
ま
へ
向
か
い
、
こ
の
日
が
初
対
面

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
打
ち
解
け
た
様
子

で
交
流
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
本
教
育
長
や
社
会
教
育
委

員
の
一
行
は
双
葉
町
へ
向
か
い
、
マ

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
ふ
た
ば
や
双
葉
町
立
双

葉
南
小
学
校
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

南
小
学
校
の
様
子
か
ら
松
本
教
育
長
に

は
「
震
災
発
生
時
の
緊
迫
し
た
状
況
を

感
じ
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
目
、
京
丹
波
町
の
生
徒
た
ち
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
せ
ん
だ
ん
を
訪

問
し
た
あ
と
、
双
葉
町
い
わ
き
事
務
所
か

ら
出
発
し
、
伊
澤
町
長
や
町
職
員
の
見

送
り
を
う
け
て
、
車
中
か
ら
元
気
に
手

を
振
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
両
町
は
交

流
事
業
を
継
続
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

震災後初　京丹波町 × 双葉町震災後初　京丹波町 × 双葉町　子ども交流事業子ども交流事業震災後初　震災後初　京丹波町京丹波町 ×  × 双葉町双葉町　子ども交流事業子ども交流事業震災後初　京丹波町 × 双葉町　子ども交流事業

勿来酒井団地を見学

松本和久京丹波町教育長

特別養護老人ホームせんだん訪問

アクアマリンふくしまで町立学校生徒と交流
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平成３０年度双葉町生徒海外派遣事業

　

８
月
３
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で

の
８
日
間
、
双
葉
町
生
徒
海
外
派

遣
事
業
派
遣
団
の
７
人
の
中
学
生

と
２
人
の
高
校
生
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
海
外
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
は
双
葉
町
い
わ
き
事

務
所
で
出
発
式
が
行
わ
れ
、
高
校

２
年
生
の
池
田
幸
矢
さ
ん
が
団
員

を
代
表
し
て
「
異
国
の
文
化
や
習

慣
を
知
り
、
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な

か
っ
た
自
分
の
新
し
い
一
面
や
、

自
分
の
将
来
を
考
え
る
上
で
の
ヒ

ン
ト
を
得
る
研
修
に
し
ま
す
」
と

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
町
職
員
や
保
護
者

に
見
送
ら
れ
、
バ
ス
で
成
田
空
港
に

向
か
い
ま
し
た
。
飛
行
機
は
、
シ
ド

ニ
ー
経
由
で
翌
日
昼
過
ぎ
に
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

到
着
後
す
ぐ
に
、
フ
ァ
ー
ム
ス

テ
イ
の
た
め
３
人
ず
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
ま
し
た
。
現
地
の
家

庭
で
食
事
や
農
業
な
ど
の
生
活
を

共
に
す
る
と
い
う
貴
重
な
体
験
を

し
ま
し
た
。
２
泊
し
て
、
４
日
目

の
朝
に
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
家

族
と
名
残
惜
し
く
別
れ
る
場
面
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
土
ぼ
た
る
や
間
欠
泉

な
ど
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
を
見

学
し
、
５
日
目
は
学
校
訪
問
で
マ

オ
リ
（
先
住
民
）
の
歓
迎
儀
式
を

受
け
ま
し
た
。
迫
力
の
あ
る
ハ
カ

の
勇
壮
な
踊
り
や
ポ
イ
ダ
ン
ス
を

教
わ
り
、
現
地
の
同
年
代
の
方
々

と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
笑
顔
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
団

員
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

６
日
目
は
歴
史
的
建
造
物
が
多

く
あ
る
シ
ド
ニ
ー
大
学
を
訪
問

し
、
そ
の
後
羊
の
毛
刈
り
シ
ョ
ー

の
見
学
や
ブ
ー
メ
ラ
ン
体
験
を
し

ま
し
た
。
７
日
目
は
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
体
調
を
崩
す
こ
と
も

な
く
全
員
が
無
事
に
帰
路
に
つ
く

こ
と
が
で
き
、
団
員
た
ち
は
海
外

で
異
国
の
文
化
に
触
れ
現
地
の

方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
た
ほ
か
、
団
員
同
士
の
交
流

も
深
め
た
様
子
で
し
た
。

体験プログラム
８月４日（２日目）
８月６日（４日目）

８月７日（５日目）

８月８日（６日目）

８月９日（７日目）

ファームステイ（４日目朝まで）
土ぼたる（昆虫）が繰り広げる幻想的な光の現象見学
「ロード・オブ・ザ・リング」「ホビットの冒険」映画村散策
間欠泉の見学
学校訪問、オークランド博物館見学
オーストラリア（シドニー）へ出発
シドニー大学　オープンキャンパス・スクール見学
ファームアクティビティ（羊の毛刈りショー見学）
オペラハウスの見学
現地のライフスタイル体験（スーパーマーケットでの買い物体験）

９人の中高生がニュージーランドと９人の中高生がニュージーランドと
オーストラリアへ研修に行ってきましたオーストラリアへ研修に行ってきました！

９人の中高生がニュージーランドと９人の中高生がニュージーランドと
オーストラリアへ研修に行ってきましたオーストラリアへ研修に行ってきました！

９人の中高生がニュージーランドと
オーストラリアへ研修に行ってきました！

ホストファミリーと一緒に

オークランド博物館スポーツ交流

間欠泉見学 出発前の様子

シドニー大学

ハカ

学 校 訪 問
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第７１回　県民スポーツ相双地域大会

第１２回　市町村対抗福島県軟式野球大会

　壮年ソフトボール競技では、双葉町は南相馬市と富
岡町と対戦しました。南相馬市との対戦では、２回ま
でに６点を先取されリードされたものの、ランニング
ホームランで３点追い上げました。選手たちは猛暑の
中の試合でもチームワークを生かして大健闘し、結果
はＢブロックで４位となりました。

開会式：９月　８日（土）１５：００
　　　　　あづま球場（福島市）

－  選手名簿（敬称略）－

第１試合
双葉町  対  三島町

 １．加藤　秀樹（監督）
 ２．伊澤　慶昭（主将）
 ３．里見　淳
 ４．平賀　健太
 ５．大友　裕太
 ６．小林　義弘
 ７．山本　正太
 ８．谷津田　淳之
 ９．加村　晴也
10．高萩　文孝

11．石上　崇
12．木幡　和清
13．加藤　裕樹
14．中川　雅斗
15．板井　克也
16．青田　隆志
17．伊　　雅明
18．大浦　裕太
19．渡部　卓朗
20．石澤　拓也

21．中川　湧斗
22．門馬　雄介
23．鈴木　景一朗
24．山田　琢磨
25．橋本　斗輝也
26．井戸川　直樹
27．玉根　俊介
28．白石　亮佑

　市町村体育協会相双地域連合会よりスポーツ
功労表彰が行われ、双葉町からは白圡直裕さん
（新山）が受賞されました。

皆さんの応援よろしく
お願いします！

第３位 壮年ソフトボール９人制バレーボール

会　場： 牡丹台球場（須賀川市）

試合日：９月１６日（日）８：３０～

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

平
成
28
年
４
月
に
「
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、
農
業
委
員

と
は
別
に
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
を

積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
の
現
場
活
動
を

行
う
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新
設

さ
れ
、
７
月
19
日
に
双
葉
町
い
わ
き
事
務

所
で
農
業
委
員
会
か
ら
各
委
員
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は

２
０
２
１
年
７
月
ま
で
で
す
。

髙田喜寿委員 渡部忠吉委員 吉田善一委員

　８月５日、相馬市と新地町の会場で第７１回福島県
総合体育大会県民スポーツ相双地域大会が開催され、
双葉町からは、９人制バレーボールと壮年ソフトボー
ルに出場しました。
　９人制バレーボール競技は新地町立新地小学校で行
われ、初戦は浪江町と対戦し、セットカウント２－０
で勝利しました。続く富岡町戦では、２点差で１セッ
ト目を落としたものの、２セット目を奪いフルセット
としましたが、相手の粘り強い攻撃に惜敗しました。
　Ｂブロック２位で３位決定戦に進み、広野町をセッ
トカウント２－０で破り第３位となりました。

農業委員会
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本年度出場者（敬称略）

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

－ 
震
災
後
初
め
て
標
葉
郷
本
陣
か
ら
出
陣 

－

相
馬
野
馬
追

　

国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
相
馬
野
馬
追
」
は
、

７
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の
３
日
間
、
南
相
馬
市

の
雲
雀
ヶ
原
祭
場
地
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

28
日
の
出
陣
で
は
、
標
葉
郷
（
双
葉
、
浪
江
、

大
熊
町
）
の
56
騎
が
標
葉
郷
本
陣
（
浪
江
町
）

か
ら
出
陣
し
ま
し
た
。
標
葉
郷
本
陣
か
ら
の
出

陣
は
８
年
ぶ
り
で
震
災
後
初
め
て
で
す
。
騎
馬

武
者
は
浪
江
町
内
を
威
風
堂
々
と
練
り
歩
き
、

沿
道
か
ら
多
く
の
声
援
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
南
相
馬
市
の
相
馬
小
高
神
社
か
ら

小
高
郷
騎
馬
会
の
騎
馬
武
者
と
と
も
に
祭
場
を

目
指
し
、
南
相
馬
市
内
で
騎
馬
武
者
行
列
を
行

い
ま
し
た
。

　

29
日
の
本
祭
り
で
は
、
相
双
地
区
の
５
つ
の
郷
（
標

葉
・
宇
多
・
北
・
中
ノ
・
小
高
）
の
騎
馬
会
の
騎
馬
武

者
た
ち
が
南
相
馬
市
内
で
「
お
行
列
」
を
行
い
、
沿

道
の
多
数
の
観
客
か
ら
拍
手
と
声
援
を
送
ら
れ
祭
場

地
に
入
場
し
ま
し
た
。
騎
馬
武
者
た
ち
は
愛
馬
と
と

も
に
鎧
を
身
に
着
け
て
コ
ー
ス
を
全
力
疾
走
す
る
「
甲

冑
競
馬
」
や
、
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ご
神
旗
を
目
指
し
祭

場
内
を
駆
け
巡
る「
神
旗
争
奪
戦
」な
ど
を
繰
り
広
げ
、

戦
国
絵
巻
さ
な
が
ら
の
様
子
に
観
客
か
ら
は
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
中
川
巧
一
さ
ん
は
、
甲
冑
競
馬

で
３
位
と
な
り
、
そ
の
後
の
神
旗
争
奪
戦
で
黄
色
の

ご
神
旗
（
相
馬
小
高
神
社
）
を
掴
み
、
山
頂
の
本
陣
を

目
指
し
坂
を
駆
け
上
り
本
陣
に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

本
祭
り
終
了
後
、
騎
馬
武
者
た
ち
は
標
葉
郷
本
陣
に

無
事
に
凱
旋
し
、
標
葉
郷
本
陣
で
は
双
葉
町
民
の
方

も
多
数
お
出
迎
え
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

30
日
に
は
古
来
の
野
馬
追
の
形
を
残
し
て
い
る
と

さ
れ
る
素
手
で
裸
馬
を
捕
え
て
神
前
に
奉
納
す
る

「
野
馬
懸
」
が
相
馬
小
高
神
社
で
行
わ
れ
、
相
馬
野

馬
追
は
３
日
間
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

騎馬隊　中川　準

勘定奉行　山本　秀次

騎馬隊　中川　心菜

軍者　中川　健治

組頭　中川　巧一

功労者　谷津田　光治

副執行委員長代理　　下　明夫

凱旋

甲冑競馬神旗争奪戦
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○申し込み締め切り…１０月５日（金）まで

○参加資格 …○日　　時 … １０月１４日（日）小雨決行

○参　加　費 … １３,０００円程度
（プレー代、参加費、昼食代）
※当日、ゴルフ場へお支払いください。

○参加人数 … ５０人程度

○場　　所 … いわき市サラブレットカントリークラブ
いわき市渡辺町上釜戸字上ノ代２４５
☎０２４６－５６－０１２３

双葉町民または現在町事業所に
勤務している方、及び平成２３年
３月１１日当日に町事業所に勤務
していた方

○競技方法 … ①１８ホールストロークプレー
② スルーザグリーン６インチ
プレース
③ダブルペリア　１２ホール

※組み合わせ希望も受け付けます。
※ 組み合わせとスタート時間は、大会１週
間前に事務局より郵送します。

【申し込み・問い合わせ先】 双葉ふれあいクラブ事務局 ☎　 ０２４６－３８－３３２５
ＦＡＸ ０２４８－２１－６１８８

双葉町民ゴルフ大会のお知らせ双葉ふれあいクラブから双葉ふれあいクラブから

平
七
夕
祭
り
に
今
年
も
出
展

い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会

い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会

い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会

　８月６日、いわき・まごころ双葉会は、恒例の平七
夕祭りに出展し、７月１０日に制作した新しい笹飾り
１本を含め計４本（１２基）の笹飾りを平和通りに掲
げました。
　いわき市を代表するお祭りである平七夕祭りです
が、年々笹飾りの出展数が減っており、平和通りの鈴
木商店会長から「いわき・まごころ双葉会が参加しな
いと商店会の祭りが成り立たないので、参加してほし
い」と熱烈な歓迎をうけて今年も参加し、交流の輪を
広げました。また、商店会（１２店舗）からは、手作
りの笹飾り４本が風になびく様子が大変喜ばれ、早く
も来年の参加の要請をうけました。
　あいにくの雨模様で、笹飾りは８月６日の展示一日
のみで撤去しましたが、特別賞も受賞し、とても良い
思い出になりました。
　（商店会の皆様との記念写真が今月号の表紙です）

　いわき・まごころ双葉会　事務局

双葉ふれあいクラブから
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◆イベント名：
◆主　催　者：
◆日　　　時：

◆場　　　所：

◆参　加　費：
◆参加申込期限：

◆内　容健康長寿いきいき県民フェスティバル
福島県
平成３０年１０月８日（月・祝）
１０：００～１５：００
ビッグパレットふくしま　
展示ホールＣ、屋外展示場
無　料
平成３０年１０月１日（月）まで

○その他イベントが多数開催されます。
　・ 西　吉照（サッカー日本代表チーム帯同シェフ）
　　のオリジナル鍋振る舞い
　　 ◆整理券配布：１０：００～　 ◆鍋振る舞い：１２：００～

　・ ニュースポーツ体験、介護予防・相談、来場
者プレゼント　等

○１３：３０～１５：００
　講演会　「健康長寿日本一を目指して
　　　　　　　　　－食・運動・社会参加が大切－」
　講　師：鎌田　實（医師・作家）

○１２：４５～１３：１５
　ステージイベント
　　「 ～人生を楽しもう！～　爆笑健康講座」
　　講　師：石山　波恵

【申し込み・問い合わせ先】
いきいき県民フェスティバル事務局
（株式会社ライト・エージェンシー内）

☎０２４－５２１－８０７０
（受付時間９時 ～１７時）※土日祝日は除く

福島県からのお知らせ
　福島県では、介護予防や高齢者の皆さまの社会参加の重要性につい
て学ぶ「健康長寿いきいき県民フェスティバル」を開催いたします。
　医師・作家の鎌田　實さんの講演会、ニュースポーツ体験コーナー
など盛りだくさんの内容です。皆さまのご参加をお待ちしております。

▲受入・分別施設内

▲土壌貯蔵施設

　７月２３日、行政区長会の町内視察が行われ、中間
貯蔵施設を視察しました。
　はじめに、概要説明を受けた後、受入・分別施設に
移動し、県内各地から運ばれる除去土壌等の入ったフレ
コンバッグの荷下ろし・破袋・分別作業を視察しました。
　また、分別された除去土壌等を放射能濃度に応じて
貯蔵するための土壌貯蔵施設の建設現場並びに仮設焼
却施設の造成現場を視察しました。
　各行政区長の皆さんは、環境省職員の説明に理解を
深めるとともに、土壌貯蔵施設からの浸出水の環境へ
の影響について意見交換を通じて安全かつ着実な取り
組みの実施を強く願いました。

中間貯蔵施設を視察
－行政区長会－

恒例の下羽鳥地区総会・交流会を下記の日程で開催しますので、皆さまご参加くださいますようご案内申し上げます。

◇日　時：１０月２７日（土）～ ２８日（日）
総　会 … 午後３時～
交流会 … 午後６時～

◇会　費：宿　泊
交流会のみ

１０,０００円
４,０００円

◇会　場：吉川屋（福島市穴原温泉）
福島市飯坂町湯野字新湯６
☎０２４－５４２－２２２６

福島飯坂ＩＣから約１２分、飯坂温泉駅からタクシー約５分

下羽鳥地区からのお知らせ ～ 総会・交流会を開催します ～～ 総会・交流会を開催します ～

【申し込み・問い合わせ先】
☎０９０－７０７４－７８８２堀川　光男
☎０９０－７５２２－９６１０木幡　敏郎

◇申込締切：１０月１０日（水）

～ 総会・交流会を開催します ～
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双葉町社会福祉協議会
～ ９月健康運動教室、社協サロンのお知らせ ～

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 問い合わせ・申込先 開催月日 時　間

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）※祝日を除く
北幹線第二応急仮設住宅集会所
（福島市飯坂町平野字内小原田 8－1）

☎ 024 －973 －5291（小林） 毎週　木曜日 13:30 ～ 15:00

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

☎ 024 －973 －5291（開発） 毎週　水曜日 13:30 ～ 15:00

社協サロン（内容：健康体操、健康講話、相談、趣味、生きがいづくり交流等）
※社協サロンでは昼食を準備しますので事前に申し込みをお願いします。

白河市中央老人福祉センター
（白河市北中川原 313）

☎ 080 －6290 －5930（小泉） 　9月11日（火） 10:00 ～ 14:00

双葉町サポートセンターひだまり
復興公営住宅勿来酒井団地敷地内
（いわき市勿来町酒井青柳 14－5）

☎ 0246 －84 －6725（渡辺） 　9月19日（水） 10:30 ～ 14:30

【問い合わせ先】双葉町社会福祉協議会　郡山事務所 ☎ ０２４－９７３－５２９１
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【問い合わせ先】　福島県商工労働部　雇用労政課　 ☎ ０２４－５２１－７２８９
ＵＲＬ：http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/32011c/shourei.html

　働き方見直しを達成した企業に対し福島県が奨励金を交付します。
　福島県では、男性の仕事を優先するライフスタイルの見直しを進め、長時間労働の是正、
年次有給休暇の取得促進により、仕事と生活の調和がとれた働きやすい職場環境づくりに
取り組む企業に対し、奨励金を交付します。是非ご活用ください。
※ 対象となる企業の要件やその他詳細については、お問い合わせいただくか、下記ホームペー
ジをご確認ください。

働き方改革、はじめませんか

　遺産相続、任意後見契約、金銭賃借、不動産賃借、離婚に際しての慰謝料、養育費などの
問題は、後々にもめごとを引き起こしがちです。そんなとき遺言や当事者間の取り決めを公
正証書にしておけば、トラブルを防止し、権利や財産を守ることができます。
　相談は無料です。お気軽にご相談ください。

【問い合わせ先】　いわき公証役場　☎ ０２４６－２３－４０６６

１０１０月１日から日から７日は公証週間です日は公証週間です１０月１日から７日は公証週間です

【相談予約】 福島地区　福島地方法務局総務課　　　　 ☎ ０２４－５３４－１９８３
いわき地区　福島地方法務局いわき支局　 ☎ ０２４６－２３－１６５１

　法務局では、地域住民の方々から日常生活での様々な心配ごと、困りごとの相談をお受
けし、行政サービスの一層の向上を図ることを目的として「全国一斉！法務局休日相談所」
を開設します。
　相談は予約制となります。

「全国一斉「全国一斉！法務局休日相談所」開設のお知らせ法務局休日相談所」開設のお知らせ「全国一斉！法務局休日相談所」開設のお知らせ

１０月７日（日）　午前１０時から午後４時日　時

法務局職員、司法書士、土地家屋調査士、公証人、人権擁護委員担当者

（１）福島地区「福島地方法務局」福島市霞町１番４６号（福島合同庁舎）
（２）いわき地区「福島地方法務局いわき支局」
　　　いわき市平字堂根町４番地１１（いわき地方合同庁舎）

場　所

不動産・商業登記の手続、土地の境界問題（含む筆界特定）、遺産相続、地代・
家賃等の供託、戸籍・国籍の問題、夫婦・家庭内の問題、成年後見、公証に関
すること、お年寄り・子どもの虐待、いじめ・体罰問題、セクシャル・ハラス
メント、障がい者の差別問題、風評被害による人権問題など
※相談は無料で、秘密は守られます。

内　容
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【個人申込型】ビジネスシーンに合わせた仕事のスゴ技パソコン術講座

【求職者向け】自分再発見セミナー＆職場体験実習「大人のインターンシップ」説明会

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

パソコンを使えるか自信がない、自己流をなんとかしたい ･･･。そんな方！ 
「自分のできる !」をハッキリさせて、就活のアピールポイントを増やしましょう。
レベルに合わせて 3 つのコースから選択ができ、組み合わせて受講も可能です。

　同日に２つのイベントへ参加できるチャンスです。自信を持って就職活動に取り組むため
にも、ぜひご参加下さい。

　性格傾向から職業マッチングをします。自分の強みを再発見し、一歩を踏み出す機会に
しましょう！
　事前に申込みが必要です。※雇用保険受給者へ参加証明書を発行します。

　職場を見て！聞いて ! やってみる ! 体験型の就職活動「職場体験実習 “ 大人のインター
ンシップ ” 説明会」を開催します。１人１５分程度の個別説明会です。申込不要。

【申し込み・問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　楢葉窓口（楢葉町役場新産業創造室内）
☎０２４０－２３－６２９０　　ＦＡＸ０２４０－２３－６２９１

共通事項 ※受講料・テキスト代、無料です。※詳しくは、チラシまたは下記ホームページをご覧ください。

ホームページ 働きたいネット 検索

基礎編・ビジネスメール編：ローマ字入力、マウス操作が可能な方
応用編：文書作成、表作成の経験がある方 

●受講レベル

各コース２０名●定　員

自分再発見セミナー

職場体験実習「大人のインターンシップ」説明会

株式会社アカデミー（ニュータウンセンタービル：いわき市中央台飯野４－２－４）
基礎編：　９月１３日（木）～　９月２０日（木）
応用編：　９月２７日（木）～１０月１０日（水）
ビジネスメール編：１０月１１日（木）

【いわき会場】
【日　時】　　 締切　９月　５日（水）　

締切　９月１９日（水）
締切　９月１９日（水）　

９月２５日（火）　１３：００～１４：３０【日　時】　

９月２５日（火）　１３：００～１５：００【日　時】　

ハローワーク平　５階会議室（いわき地方合同庁舎：いわき市平字堂根町４－１１）【会　場】　

ハローワーク平　５階会議室（いわき地方合同庁舎：いわき市平字堂根町４－１１）【会　場】　

１０名程度【定　員】
９月２１日（金）【締切日】

エヌケー・テック株式会社（内藤ビル：郡山市鶴見坦１－１４－５）
基礎編：　９月２０日（木）～　９月２７日（木）
応用編：１０月　５日（金）～１０月１８日（木）
ビジネスメール編：１０月１９日（金）

【郡山会場】
【日　時】　　 締切　９月１１日（火）　

締切　９月２６日（水）
締切　９月２６日（水）

※雇用保険受給者で証明書が必要な方に、参加証明書を発行します。

１

２
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◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

◇環境安全委員会について
８月７日に福島県、双葉町及び大熊町等の委員からなる中間貯蔵施設環境安全委員会（第 11 回）が開催され、工事や輸
送の状況等について報告しました。引き続き安全確保に努めて中間貯蔵施設事業に取り組んでまいります。

双葉町内中間貯蔵施設保管場等への輸送の状況は下記のとおりです。

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

◇輸送について（８月１８日現在）
環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　調査設計課　☎ ０２４－５６３－１２９３

搬出市町村 搬入量㎥（袋）※ 搬出市町村 搬入量㎥（袋）※

浜通り

双葉町 ９，３８４

中通り

二本松市 １１，００５
南相馬市 １０，８０８ 伊達市 １０，８３２
浪江町 １３，９０４ 本宮市 ８，４７２
葛尾村 １４，１５４ 国見町 ６，９４８
飯舘村 １７，８５３ 川俣町 ２１，６９５

中通り 福島市 ５，６５７ 大玉村 ７，０７３
計 １３７，７８５※ フレキシブルコンテナ等１袋の体積は１㎥と換算しています。

消防署からのお知らせ

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９

＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は
１１９番

平成３０年度　全国統一防火標語決定 【忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認】

お彼岸にはロウソク等を使用する機会が増えてきます。
今回は、火災を防ぐためのポイントを紹介します。

　９月１日を「防災の日」としたのは、大正１２年のこの日に甚大な被害をもたらした関東大震災が
発生したことや、台風の多い時期であることが主な理由とされています。
　今年６月に大阪府北部地震、７月に平成３０年７月豪雨（西日本豪雨）が発生して
います。この機会に自分の周囲で起こる可能性がある災害や、身の回りの危険な箇所、
避難場所や避難経路等を確認して、災害にしっかり備えましょう。

１. ロウソク・線香を使うときは、その場を離れない。
２. 誰もいない部屋では、ロウソク・線香の火は消す。
３. ロウソク・線香のまわりは整理整頓し、可燃物は置かない。
４. ロウソク・線香は専用の燭台、不燃性容器に置いて使用する。

ロウソク・線香などによる火災に注意しましょう！

９月１日は防災の日です！ 防災週間　８月３０日（木）～９月５日（水）

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html
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健
康
寿
命
シ
リ
ー
ズ
②
で
は
、「
糖
尿
病
」
と
「
骨
粗
鬆
症
」
の
予
防
に
つ
い
て

お
話
い
た
し
ま
す
。

～ 
広
報
シ
リ
ー
ズ 

～

　

生
き
て
い
く
た
め
の
大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
血
液
中
に
ブ
ド
ウ
糖
が
存
在
し
ま

す
。
こ
の
ブ
ド
ウ
糖
が
な
く
て
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
が
、多
す
ぎ
て
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

糖
尿
病
と
は
、
こ
の
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
（
血
糖
）
が
多
く
な
る
病
気
で
す
。
こ
の
血
液
中

の
ブ
ド
ウ
糖
の
割
合
を
血
糖
値
と
呼
び
ま
す
。

　

食
事
を
す
る
と
一
時
的
に
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
増
え
ま
す
が
、
す
い
臓
か
ら
出
て
い

る
「
イ
ン
ス
リ
ン
」
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
に
よ
っ
て
ブ
ド
ウ
糖
を
体
内
に
取
り
込
み
、
体
内

に
蓄
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
イ

ン
ス
リ
ン
の
働
き
に
よ
っ
て
、
血
糖
値
は
一
定
の
範
囲
内
に
お
さ
ま
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿

病
患
者
さ
ん
は
、
こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
効
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
、

ブ
ド
ウ
糖
を
う
ま
く
血
液
中
か
ら
体
内
に
取
り
込
め
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
し
て
、

血
糖
値
が
高
い
状
態
（
高
血
糖
）
が
知
ら
ず
知
ら
ず
に
長
く
続
く
と
、
高
血
糖
の
悪
影
響

が
じ
わ
じ
わ
と
広
が
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
病
気
（
糖
尿
病
合
併
症
）
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し

て
、｢

１
型
糖
尿
病｣

と｢

２
型
糖
尿
病｣

が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
95
％
の
糖
尿
病
患
者

さ
ん
が
２
型
糖
尿
病
で
す
。
２
型
糖
尿
病
は
、
い
く
つ
か
の
遺
伝
因
子
（
両
親
や
親
戚
に

糖
尿
病
を
も
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
、
普
通
の
人
よ
り
糖
尿
病
を
発
症
す
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
を
言
い
ま
す
）〝 

食
べ
す
ぎ 

〞〝 

運
動
不
足 

〞〝 

ス
ト
レ
ス 

〞
と
い
っ
た
生
活
習
慣

が
加
わ
っ
て
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
悪
く
し
て
し
ま
い
発
症
し
ま
す
。

 

● 

予
防
す
る
食
事

 

● 

予
防
す
る
運
動

　

糖
尿
病
は
肥
満
と
密
接
な
か
か
わ
り
が
あ
る
の
で
、
食
事
を
腹
八
分
目
に
留
め
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
１
日
３
食
を
規
則
正
し
く
、
食
事
の
間
隔
を
５
〜
６
時
間
空
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
を
す
る
と
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
を
消
費
し
て
、血
糖
値
を
下
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

運
動
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
と
筋
肉
が
充
実
し
て
イ
ン
ス
リ
ン
に
対
す
る
感
受
性
が
よ

く
な
る
の
で
、
血
糖
値
を
上
が
り
に
く
く
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※ 　

Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
生
の
内
容
の
質
や
社
会
的
に
み
た
生
活
の
質
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
人
が
ど
れ
だ
け
人
間
ら
し
い
生
活
や
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
り
、
人

生
に
幸
福
を
見
出
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
尺
度
と
し
て
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

網
膜
症
・
腎
症
・
神
経
障
害
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、
末
期
に
は
失
明
し
た
り

透
析
治
療
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ふ
た
ば
救
急
総
合
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
広
報
９
月
版

「
糖
尿
病
」
と
は

〇
血
糖
値
は
な
ぜ
高
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か 

？

〇
な
ぜ
糖
尿
病
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か 

？

〇
糖
尿
病
の
発
症
予
防
は
ど
う
す
る
の 

？

〇
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
と
は 

？

　

糖
尿
病
の
初
期
段
階
で
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
日
本
の
糖
尿

病
患
者
の
95
％
以
上
に
当
て
は
ま
る
２
型
糖
尿
病
の
場
合
、
ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
て
い
く

の
で
、
大
多
数
の
人
は
糖
尿
病
を
発
症
し
て
も
気
づ
か
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、
糖
尿
病

が
進
行
し
て
く
る
と
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

〇
糖
尿
病
の
自
覚
症
状
は
あ
る
の 

？

１　

ま
た
、
糖
尿
病
は
、
脳
卒
中
、
虚
血
性
心
疾

患
な
ど
の
心
血
管
疾
患
の
発
症
や
進
展
を
促
進

す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
合
併
症
は
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
※
を
著

し
く
低
下
さ
せ
ま
す
。

　

合
併
症
を
防
ぐ
た
め
に
、
血
液
の
中
で
ブ

ド
ウ
糖
と
結
合
し
た
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
1c
の
値
を

７
％
未
満
に
維
持
す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
齢
や
薬
の
副
作
用
な
ど
を
考
慮

し
て
少
し
高
く
し
た
り
、
低
く
し
た
り
す
る
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　腎臓の血液中のブドウ糖を

水分とともに尿として出そう

とします。

● 尿の回数・量が増える

　全身がエネルギー不足に

なっているので、常に体がだ

るく、疲れやすくなります。

● 体がだるい、疲れやすい

　尿が増え体内の水分が減る

ので、のどが渇くようになり

ます。

● のどが渇く

　糖尿病の人は、血中のブド

ウ糖をうまく取り込むことが

できません。このため、脂肪

や筋肉が分解されエネルギー

として使われるので、痩せて

しまうことがあるのです。

● 食べているのに痩せる
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骨
の
強
度
が
低
下
し
て
、
骨
折
す
る
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
る

病
気
を
骨
粗
鬆
症
（
こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う
）
と
い
い
ま
す
。
骨

粗
鬆
症
に
な
る
と
、
骨
の
中
が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
も
ろ
く
な

り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
50
歳

以
上
の
女
性
の
３
人
に
１
人
が
骨
粗
鬆
症
に
か
か
り
、
更
年
期

以
降
の
多
く
の
女
性
に
と
っ
て
、
身
近
な
病
気
と
い
え
ま
す
。

 

● 

背
骨
の
骨
折
が
起
こ
り
や
す
く
な
る

 

● 

予
防
す
る
生
活
習
慣

 

● 
予
防
す
る
睡
眠

 

● 

良
い
食
品

 

● 

開
眼
片
足
立
ち

 

● 

ス
ク
ワ
ッ
ト

 

● 
薬
物
療
法

 

● 

過
剰
摂
取
を
避
け
た
ほ
う
が
良
い
食
品

食
事
療
法

運
動
療
法

 

● 

こ
ん
な
と
こ
ろ
も
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す

　

椎
体
骨
折
の
ほ
と
ん
ど
は
、
も
ろ
く
な
っ
た
椎
体
が
上
下
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
に

骨
折
す
る
椎
体
圧
迫
骨
折
で
、こ
れ
が
起
こ
る
と
背
骨
が
曲
が
っ
た
り
、身
長
が
低
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
50
歳
以
上
の
日
本
人
女
性
で
は
、
３
人
に
１
人
が
椎
体
骨
折
を
起
こ
す
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に
は
糖
質
が
豊
富
な
も
の
が
多
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

飲
み
過
ぎ
る
と
大
量
の
イ
ン
ス
リ
ン
を
消
費
し
、
す
い
臓
に
負
担
を
か
け
ま
す
。
ま
た
、

お
酒
を
飲
む
と
食
が
進
み
や
す
い
の
で
、
肥
満
を
招
く
要
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

睡
眠
不
足
が
続
く
と
「
交
感
神
経
」
が
刺
激
さ
れ
、
血
糖
値
を
上
昇
さ
せ
る
ホ
ル
モ
ン

や
イ
ン
ス
リ
ン
の
効
き
を
悪
く
す
る
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
血
糖
値
が
上
昇
し
、
糖

尿
病
を
招
き
や
す
く
な
る
た
め
、
質
の
よ
い
睡
眠
※
時
間
を
６
〜
８
時
間
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

椎
体
以
外
で
も
骨
折
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

と
く
に
太
も
も
の
付
け
根
は
、
椎
体
骨
折
が
あ
る
人
で
は
よ
り
骨
折
の
リ
ス
ク
が
高
く

な
る
の
で
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

※ 　

質
の
よ
い
睡
眠
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
眠
り
の
質
を
高
め
る
た
め
に
は
、
規
則
正
し
い
生
活
を

送
り
、
寝
る
前
に
パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
明
る
い
画
面
を
見
る
こ
と

や
食
事
を
す
る
こ
と
を
控
え
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 

● 

初
期
の
頃
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
く
、
気
づ
か
な
い
間
に
進
行
す
る
病
気
で
す
。

 

● 

若
い
と
き
よ
り
、
２
ｃ
ｍ
以
上
身
長
が
低
く
な
っ
た
。

 

● 

姿
勢
が
悪
く
な
っ
た
、
腰
や
背
中
が
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

 

● 

腰
や
背
中
に
重
い
感
じ
や
痛
み
が
あ
る
。

「
骨
粗
鬆
症
」
と
は

〇
骨
折
が
お
こ
り
や
す
く
な
る
の 

？

〇
ど
の
よ
う
な
症
状
と
な
る
の 

？

　

太
も
も
の
付
け
根
が
骨
折
す
る
と
、
動
け
な
い
状
態
が
長
時
間
に
わ
た
っ
て
続
く
た
め
、

そ
れ
が
寝
た
き
り
の
原
因
に
な
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
由
な
生
活
が
出
来
な

く
な
る
、
介
護
で
家
族
に
負
担
が
か
か
る
、
医
療
費
が
か
さ
む
等
の
影
響
が
で
て
き
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
の
診
断
は
、
問
診
、
身
体
検
査
、
骨
の
状
態
を
確
認
す
る
検
査
（
骨
密
度
検

査
や
Ⅹ
線
検
査
な
ど
）
血
液
・
尿
検
査
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
結
果
を
総
合
的
に
み
て
判

断
し
ま
す
。 

と
く
に
椎
体
骨
折
の
症
状
な
ど
が
み
ら
れ
る
場
合
は
、
骨
粗
鬆
症
を
疑
い
、

積
極
的
に
受
診
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品
（
牛
乳
・
乳
製
品
、小
魚
、緑
黄
色
野
菜
、

大
豆
・
大
豆
製
品
）・
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
多
く
含
む
食
品
（
魚
類
、
き
の

こ
類
）・
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
を
多
く
含
む
食
品
（
納
豆
、
緑
色
野
菜
）・
野
菜

と
果
物
・
蛋
白
質
（
肉
、
魚
、
卵
、
豆
、
穀
類
な
ど
）
な
ど

　

つ
か
ま
る
も
の
が
あ
る
場
所
で
、
床
に
つ
か
な
い
程
度
に
片
足

を
上
げ
る
。
目
安
は
左
右
各
１
分
間
１
日
３
回

　

１
回
の
動
作
10
〜
12
秒
か
け
て
行
い
、
こ
れ
を
５
〜
10
回
×

３
セ
ッ
ト
／
日
を
目
標
と
す
る
。

　

骨
折
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
薬
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
治
療
を
で
き
る
だ
け
早
く
始
め
、
し
っ
か
り
と
継
続

す
る
こ
と
が
、
将
来
の
骨
折
・
寝
た
き
り
を
防
ぐ
た
め
に
大
切
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

リ
ン
を
多
く
含
む
食
品
（
加
工
食
品
、
一
部
の
清
涼
飲
料
水
）・
食
塩
・

カ
フ
ェ
イ
ン
を
多
く
含
む
食
品 

（
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
）・
ア
ル
コ
ー
ル

な
ど

骨
を
強
く
す
る
た
め
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
ま
す
。

 

骨
密
度
や
筋
力
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

〇
要
介
護
と
な
る
原
因
の
第
５
位

〇
診
断
は
ど
う
す
る
の 

？

〇
治
療
方
法

２

５０代の９人に
１人

６０代の３人に
１人

年代別有病率

公立大学法人　福島県立医科大学
復興推進課

佐　藤・山　川

【広報に関する問い合わせ先】

☎ ０２４－５４７－１６８６
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
々
未
だ
体
験
し
た
こ
と
が
無
い
暑
い

日
々
が
続
い
て
お
り
、
気
象
庁
の
発
表
に
よ
る

と
各
地
で
過
去
最
高
の
気
温
を
記
録
し
て
お

り
、
ま
さ
に
地
球
規
模
で
の
「
気
候
変
動
」
が

起
き
て
い
る
の
で
は
と
懸
念
さ
せ
ら
れ
る
事

態
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
を
究
明
し
早
急
に

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

そ
の
為
先
ず
は
世
界
各
国
が
「
パ
リ
協
定
」

（
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
協
定
）
の
順
守
で
あ
り

ま
す
が
、
最
大
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
国
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
は
「
パ
リ
協
定
」
に
は
未
だ
参
加

し
て
お
ら
ず
大
き
な
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
Ｅ
Ｕ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連

合
）」
や
「
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
」
な
ど
が
一

体
と
な
り
、
努
力
す
る
こ
と
で
解
決
は
可
能
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
は
最
新
の

「
科
学
技
術
」
を
導
入
し
、
最
先
端
の
「
水
素

精
製
技
術
」
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
最

大
限
に
利
用
し
た
高
効
率
な
水
素
精
製
技
術
を

導
入
し
、
環
境
に
優
し
い
「
水
素
社
会
」
を
実

現
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
す
で
に
南
相
馬
市
で
は
、
重
要
な
「
政

策
課
題
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
大
い
に

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
様
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
よ

る
水
素
精
製
は
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
の
向
上
に
寄
与
し
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
」
政
策
と
し
て
も
極
め
て
重
要
な
政
策
で
あ

り
、
我
が
国
が
目
指
す
べ
き
重
要
な
課
題
な
の

で
す
。

　
「
空
に
太
陽
が
あ
る
限
り
」「
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
は
無
限
で
す
。「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

を
大
幅
に
導
入
し
有
効
活
用
す
る
事
こ
そ
「
緑

豊
か
な
環
境
」
を
次
世
代
に
引
き
渡
す
こ
と
が

可
能
に
な
る
の
で
す
。

　

こ
の
様
に
し
て
生
成
し
た
水
素
の
利
用
に
つ

い
て
は
「
燃
料
電
池
車
」
で
利
用
す
る
こ
と
は

勿
論
「
燃
料
電
池
発
電
シ
ス
テ
ム
」
を
各
家
庭

に
設
置
す
る
こ
と
で
、
電
柱
の
な
い
都
市
空
間

を
実
現
す
る
と
共
に
、
農
村
地
域
で
の
風
景
も

一
変
す
る
こ
と
に
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
様
な
「
夢
の
あ
る
政
策
」
を
実
現
す
る

こ
と
で
次
の
世
代
に
現
在
よ
り
「
ク
リ
ー
ン
な

環
境
」
を
引
き
渡
す
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
こ
そ
現
代
に
生
き
る
我
々
に
課
さ
れ

た
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
責
任
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
行
政
は
も
と
よ
り
我
々
一
人
一
人
の
責

任
で
も
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
行
動
す
べ
き
な
の

で
す
。

　

平
成
30
年
８
月
３
日　

古
室　

仁
（
浜
野
）

【
随
想
】 

水
素
社
会
実
現
へ
の
期
待

◯ 

朝
靄
に　

老
女
手
塩
の　

夏
野
菜

◯ 
オ
ジ
ヤ
食
み　

そ
ぞ
ろ
偲
ば
る　

戦
時
食

◯ 

夏
の
草は

や

し原　

三
社
五
郷
の　

騎
馬
走
る

◯ 

古く

に里
は
な
れ　

墓
の
守
り
も　

ま
ま
な
ら
ず

　

せ
め
て
盆
膳　

詫
び
る
心
で

◯ 

法か

い
螺
貝
の
音
に　

心
も
騒
ぐ　

夏
の
早あ

さ朝

◯ 

酷
熱
の　

日
々
続
け
ど
も　

秋
立
ち
ぬ

武
内　

恒
雄
（
長
塚
二
）

全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします

フタバくんを
探せ

本紙のどこかにフタバ

くんが隠れています。

探してみてください。

〒974-8212
いわき市東田町二丁目１９－４
双葉町秘書広報課

【送付先】

「双葉の風だより」では全国に避

難されている皆さんから寄せられ

たお便りの一部を

紹介しています。

文芸作品や随想な

ど、お便りをお待

ちしています。
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（平成 30年7月31日現在）

・福島県内に避難されている方 4,077人
2,815人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から
死亡者を引き、出生者と転入者を加えた人口を示し
ています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、

死亡の方の名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご

連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

人のうごき７月分 敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

森
もりやま

山　穂
ほ の か

香  6 月 27 日 弘和・香織 三　字

加
か と う

藤　唯
ゆ い な

菜  7 月　4 日 裕樹・　希　 山　田

石
いしざわ

澤　　奏
かなた

　  7 月 21 日 守　・　愛 石　熊

西
にしやま

山　莉
り み

未  7 月 21 日 賢二・由季 三　字

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

髙村　ヨシ ９２  7 月　1 日 新　山

石田　　好　 ８７  7 月 17 日 長塚一

石川　貞子 ９８  7 月 21 日 下長塚

井手　國子 ７４  7 月 24 日 羽　鳥

古山　京子 ８３  7 月 28 日 長塚一

　東日本大震災により被災し、東京電力福島第一原子力発電所の事故により全住民が長
期避難を余儀なくされ、帰還困難区域内のため修理できないままに、朽ち果てゆく細谷
の氏神である羽山神社を、このまま次世代に残すのは忍びなく、無責任ではないかと当
時区長であった私は苦慮しておりました。
　社殿再建、参道補修などについて、行政区役員で具体的に協議し、この地で先人が長
きにわたって生活した証として再建をめざし、関係各位の多大な協力を得て、社殿再建、
参道補修、鳥居建て替えなどが完了し、後世に残すことができました。
　８月１４日に、８年ぶりの秋の例大祭をひっそりではありますが催すことができまし
たことは、大きな喜びであり、感無量です。

平成３０年８月　吉日　　大橋　庸一（細谷）

羽山神社の再建について

【社殿】（平成３０年８月１４日撮影） 【社殿内部】（平成３０年８月１４日撮影）

▲

再
建
前
社
殿

▲

再
建
前
社
殿
内
部
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双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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●避難先●
　福島県いわき市

（長塚一）

木幡  穰清さん

   こわた          しげきよ

約
半
年
間
で
２
度
の
転
校

　

小
学
２
年
の
と
き
、
学
年
末
を
目
前
に
町
を
離

れ
、
加
須
市
立
騎
西
小
学
校
を
経
て
、
同
３
年
２

学
期
か
ら
い
わ
き
市
立
錦
小
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

原
発
事
故
ま
で
転
居
や
転
校
の
経
験
な
ど
な
い
中
、

約
半
年
間
に
小
学
校
を
２
度
も
移
る
こ
と
に
な
る

と
は
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
騎
西
、
錦
小

学
校
と
も
、
同
じ
よ
う
に
双
葉
町
か
ら
避
難
し
て

通
っ
て
い
る
児
童
も
い
て
、
知
ら
な
い
土
地
で
孤

独
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
故
郷
の
学
校
で
過
ご
し
た
い
」
と
い
う
思
い

　

い
わ
き
市
に
転
居
後
、
同
市
内
に
双
葉
町
立
学

校
が
整
備
さ
れ
、
双
葉
町
の
子
ど
も
た
ち
が
就
学

で
き
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
錦
小
学

校
の
近
隣
に
校
舎
が
建
設
さ
れ
る
様
子
を
目
に
す

る
よ
う
に
な
る
う
ち
に
、
被
災
前
、
小
学
校
に
入

学
し
た
頃
に
思
っ
た
「
卒
業
ま
で
双
葉
町
の
小
中

学
校
で
過
ご
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
再
び
強

く
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

錦
小
学
校
に
も
す
っ
か
り
な
じ
み
、
友
だ
ち
に

も
恵
ま
れ
楽
し
い
日
々
の
中
、
学
校
を
ど
う
す
る

か
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
町
立
学
校
の

再
開
と
同
時
に
双
葉
北
小
学
校
６
年
生
に
編
入

し
、
そ
の
後
、
双
葉
中
学
校
に
進
み
ま
し
た
。

　

双
葉
町
立
学
校
に
戻
る
に
あ
た
り
、
施
設
面
や
児

童
生
徒
数
な
ど
に
つ
い
て
、
普
通
の
学
校
に
比
べ
た

場
合
と
の
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
逆
に
少
人
数
の

た
め
、
先
生
と
「
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
」
の
よ
う
に
な

る
な
ど
充
実
し
た
学
習
環
境
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

自
分
と
向
き
合
い
挑
戦
す
る
こ
と

　

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
自
分
自
身
を
見

失
わ
な
い
た
め
に
も
、
自
ら
と
向
き
合
い
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
続
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
と

き
は
短
距
離
走
、
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
部
活
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
中
・
長
距
離
走
、
今
年
春
、
中
学

を
卒
業
し
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
校
に
進
学
し
て

か
ら
は
３
千
メ
ー
ト
ル
走
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
人
前
に
立
つ
の
が
得
意
で
な
い
性
格
を
乗
り

越
え
た
い
と
い
う
思
い
で
、
好
き
な
英
語
を
生
か
し
、

中
学
３
年
の
と
き
「
自
分
の
個
性
を
愛
す
る
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
英
語
弁
論
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

故
郷
と
の
関
わ
り
を
持
ち
続
け
る
た
め
に

　

平
成
26
年
、
中
学
１
年
の
と
き
、
ふ
く
し
ま
駅

伝
双
葉
町
チ
ー
ム
の
合
宿
に
参
加
し
、
そ
の
年
の

大
会
か
ら
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
走
し
て
い
ま
す
。

全
町
民
が
各
地
に
分
散
避
難
す
る
中
、
駅
伝
出

場
は
、
故
郷
へ
の
思
い
を
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
る

機
会
の
一
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
高
校
で
は
、

授
業
の
一
環
で
、
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復
興

や
故
郷
の
将
来
に
つ
い
て
生
徒
が
主
体
的
に
取
り

組
む
授
業
な
ど
に
も
積
極
的
に
履
修
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
活
が
始
ま
っ
て
約
半
年
、
今
後
の
具
体

的
な
進
路
は
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
将
来
は
町

職
員
な
ど
双
葉
町
の
復
興
に
関
わ
っ
て
い
け
る
よ

う
な
仕
事
に
就
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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き
っ
か
け
は
隣
家
の
お
じ
さ
ん

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
の
出
会
い
は
、
小
学
３
年
の

と
き
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
監
督
（
当
時
）
を
務
め
て
い
た
隣
家
の
お
じ

さ
ん
に
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。
入
団
後

し
ば
ら
く
は
、
楽
し
く
面
白
い
と
遊
び
の
延
長
線

の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
が
、
徐
々
に
本
気
で
取
り

組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
得
た
気
づ
き
と
学
び

　

中
学
入
学
後
、
部
活
動
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に

入
部
し
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
練
習
に
も
熱
が
入
る

よ
う
に
な
り
、
い
つ
し
か
、
真
剣
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
団
体
競
技
の
た
め
、
各
メ
ン

バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
ア
ッ
プ
も
必
要
で
す
が
、

チ
ー
ム
が
一
つ
に
な
れ
る
か
で
勝
敗
が
大
き
く
左
右

さ
れ
ま
す
。
中
学
時
代
に
副
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
難
し
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
体
連
の
県
大
会
で

優
勝
し
東
北
大
会
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
３
年
の
と
き
、
福
島
県
選
抜
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
が
、

県
内
各
地
域
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
選
手
が
集
め
ら

れ
、
練
習
や
試
合
に
は
部
活
と
は
違
う
緊
張
感
が

あ
り
「
上
に
は
上
が
い
る
」
と
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

進
学
と
就
職

　

中
学
卒
業
後
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
活
動
が
活

発
だ
っ
た
県
立
相
馬
東
高
校
に
進
み
ま
し
た
。
同

じ
相
双
地
域
と
は
い
え
、
部
活
と
学
業
を
両
立
し

な
が
ら
通
学
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
た
め
、
入
学

後
は
寮
生
活
で
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
漬
け
」
の
よ
う

な
日
々
を
送
り
、
２
年
生
の
と
き
、
春
の
高
校
バ

レ
ー
と
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
県
代
表
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

３
年
生
に
な
っ
て
部
活
を
引
退
し
、
進
路
を
選

択
す
る
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
進
学
、
就
職
、
実

業
団
な
ど
複
数
の
選
択
肢
は
あ
り
ま
し
た
が
、
競

技
と
し
て
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、

自
宅
近
く
で
の
就
職
を
希
望
し
て
い
た
た
め
、
東

京
電
力
㈱
の
採
用
選
考
を
受
け
入
社
し
ま
し
た
。

　

震
災
当
時
は
入
社
１
年
目
で
福
島
第
二
原
発
に

勤
務
し
、
原
発
事
故
後
、
一
時
、
家
族
と
県
外
に

避
難
し
ま
し
た
が
、
故
郷
復
興
の
一
助
に
な
れ
ば

と
い
う
気
持
ち
で
平
成
23
年
４
月
か
ら
職
場
に
戻

り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
繋
ぐ
故
郷
・
双
葉
町

　

避
難
後
、
い
わ
き
市
内
で
活
動
を
再
開
し
た
町

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

毎
月
２
回
の
練
習
に
は
遠
方
の
避
難
先
か
ら
駆
け

つ
け
る
メ
ン
バ
ー
も
お
り
、
20
〜
60
歳
代
ま
で
幅

広
い
世
代
が
集
ま
り
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
１
日
、
双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
に
出

場
し
優
勝
し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
活
動
を
見
て

い
た
だ
く
こ
と
で
皆
さ
ん
と
故
郷
・
双
葉
町
を
繋

ぐ
こ
と
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●避難先●
　福島県いわき市

（石熊）

村上  沙樹さん

むらかみ             さき
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●避難先●
　福島県いわき市

（山田）

渡部  博綱さん

   わたなべ        ひろつな

変
わ
っ
て
い
っ
た
故
郷

　

私
が
中
学
生
に
な
っ
た
昭
和
40
年
代
初
頭
、
福

島
第
一
原
発
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
、
長
年
続
い

て
き
た
「
稲
刈
り
が
終
わ
れ
ば
、
父
ち
ゃ
ん
が
出

稼
ぎ
に
行
く
」
と
い
う
生
活
が
「
原
発
（
建
設
工

事
）
に
出
な
が
ら
農
業
を
続
け
る
」
に
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
自
宅
が
あ
る
山
田
地
区
は
ほ
と
ん
ど
が
農

家
の
た
め
、
そ
う
し
た
変
化
の
中
、
水
稲
だ
け
で

な
く
、
働
き
に
出
な
が
ら
秋
冬
野
菜
や
花
き
栽
培

な
ど
通
年
で
農
業
を
行
う
兼
業
農
家
の
ス
タ
イ
ル

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
理
系
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と

　

当
時
、
原
発
は
先
端
技
術
の
象
徴
的
存
在
で
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
技
術
者
が
派
遣
さ
れ
、
建
設
現
場

は
大
規
模
で
そ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な

重
機
が
使
わ
れ
る
な
ど
、
そ
う
し
た
様
子
は
学
校

の
勉
強
を
通
し
て
理
系
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
私

に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、
高
校
受
験
に
向
け
進
路
を
考
え
て
い

た
時
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
が
、
将
来
、
原
発
に

携
わ
る
仕
事
を
通
し
て
少
し
で
も
故
郷
の
役
に
立

ち
た
い
と
考
え
、
周
囲
の
勧
め
も
あ
り
東
電
学
園

高
等
部
（
平
成
18
年
に
廃
止
）
に
進
み
東
京
電
力

㈱
に
就
職
し
ま
し
た
。

親
元
を
離
れ
た
都
会
生
活

　

同
学
園
は
東
京
都
日
野
市
に
あ
っ
た
た
め
寮
生

活
で
し
た
が
、
現
在
と
違
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
無
い
時
代
、
都
会
で
の
生
活
は
見
る
も
の
聞
く

も
の
全
て
が
新
鮮
で
し
た
。

　

同
学
園
で
は
勉
強
に
加
え
、
カ
メ
ラ
サ
ー
ク
ル
に

所
属
し
て
写
真
に
親
し
む
な
ど
充
実
し
た
日
々
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
写
真
は
趣
味
の

一
つ
と
な
り
、
撮
影
か
ら
現
像
な
ど
も
行
う
中
、
動

物
園
で
キ
リ
ン
を
撮
影
し
た
も
の
を
写
真
専
門
誌
に

投
稿
し
と
こ
ろ
、
入
選
し
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
旅
行
や
行
事
な
ど
の
と
き
は
、

今
で
も
自
動
的
に
「
撮
影
係
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

故
郷
に
戻
っ
て
の
日
々
か
ら
避
難
生
活
へ

　

東
電
学
園
で
の
教
育
課
程
を
修
了
し
て
故
郷
に

戻
り
、
福
島
第
一
原
発
に
勤
務
を
経
て
、
震
災
当

時
は
関
連
会
社
に
転
籍
し
、
大
熊
町
内
の
施
設
で

教
育
訓
練
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

避
難
後
、
長
年
撮
り
貯
め
自
宅
に
残
し
て
き
た

写
真
の
う
ち
、
子
ど
も
の
成
長
す
る
様
子
な
ど
一
家

の
記
録
な
ど
を
収
め
た
ア
ル
バ
ム
を
中
心
に
手
元
に

持
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
フ
ィ
ル
ム
の
時
代

に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
デ
ジ
カ
メ
全
盛
の
現
在
と

は
違
い
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
一
押
し
が
貴
重
で
、
写
真
を

見
返
す
た
び
に
、
そ
の
と
き
の
気
持
ち
や
情
景
が
鮮

明
な
思
い
出
の
１
コ
マ
と
し
て
脳
裏
に
浮
か
び
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
退
職
し
、
現
在
、
妻
と
い
わ
き
市

内
で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
老
後
と
い
う
に
は
ま

だ
早
い
と
感
じ
て
お
り
、
故
郷
復
興
に
関
わ
れ
る

機
会
が
あ
れ
ば
携
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　私の将来の夢は小学校の先生になることです。理由は２つあります。
　１つ目は、大好きな先生が私の分からなかった問題を優しくていねい
に教えてくれ、分かりやすかったので「自分もこんな先生になって上手
に説明したい」と思ったからです。
　２つ目は、算数の問題です。算数の問題は公式を使ったり、計算をし
たりする問題が多く、その問題を求めるのは難しいけどできたときの
スッキリ感がうれしいので、それをみんなに感じでほしいからです。
　私は今、先生になれるように一生懸命勉強しています。すてきな先生
になれるようにがんばります。

東京都立川市立大山小学校　６年　　　　　　　　　さん（長塚二）松
まつもと

本　凜
り り か

々華

　

９
月
に
入
り
、
日
中
は
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
あ
る
も
の
の
朝
晩
は
過
ご
し

や
す
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
い
わ
き
市
の
平
七
夕
祭
り
に
参
加
し
た
い
わ
き
・
ま
ご

こ
ろ
双
葉
会
の
皆
さ
ん
と
、
地
元
商
店
会
の
皆
さ
ん
の
写
真
で
す
。
地
元
の

方
々
も
毎
年
、
い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会
の
七
夕
飾
り
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
と
い
う
お
話
を
お
聞
き
ま
し
た
。

　

７
月
に
第
41
回
福
島
民
報
文
化
賞
の
受
賞
作
が
決
ま
り
「
双
葉
町
東
日
本

大
震
災
記
録
誌
」
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
ま
で
何
度
も
読
み
返
し

て
い
ま
す
が
、
何
度
記
録
誌
を
開
い
て
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
証
言
の
と
こ
ろ

で
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
手
が
止
ま
り
ま
す
。

　

今
年
の
５
月
号
か
ら
、
広
報
ふ
た
ば
の
動
画
版
、
広
報
ふ
た
ば
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
を
配
信
し
て
お
り
ま
す
が
、
７
月
号
か
ら
は
町
内
の
今
の
様
子
を
少
し

ず
つ
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
映
像
と
は
違
っ
た
目
線
の
高
さ
で

撮
っ
た
町
内
の
映
像
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

－ 

編
集
後
記 

－

集まれ！ふたばっ子２０１８に参加した、

新
しんか

家颯
はやて

くんと希
きはな

花ちゃん（浜野）の笑顔です。
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